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梅雨におすすめの本  

図書委員・企画広報部による展示「梅雨に読みたい本」開催中です。 

梅雨だからこそ爽やかに、雨の日こそ家で本を読もう！おすすめコメント POP と一緒に 

展示してあります。読書で梅雨を上書きしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「雨」の付く本 ～新着図書から  

あいにくの雨で／麻耶雄嵩 

雪に囲まれた廃墟の塔で密室殺人が発生した。発見者は祐今ら 3人の 

男子高校生。殺されたのは８年前に離婚した妻を殺した容疑者として 

疑いを持たれ失踪していた祐今の父親だった。母も父も失った祐今を案じ 

親友２人は犯人を探し始める。作中、シトシトと雨が降り続けています 

 

私雨邸の殺人に関する各人の視点／渡辺優  

嵐の別荘に閉じ込められた１１人の男女。別荘の持ち主である資産家が刺殺された。 

普通ならここで１１人の中から名探偵が登場！となるはずか･･･今回はいない！ 

「誰が犯人？誰が探偵？」 世にも珍しい〈探偵不在〉のクローズド・サークル＊が 

始まる。たまたま集まったはずのメンバーは怪しい人物ばかり。しかも１１人には意外な関係性が 

発覚していく。各人の視点から語られる事実を合わせると犯人がわかる新感覚ミステリー。 

 

クローズドサークルってなに？ 

何らかの事情で外界との往来が断たれた状況、又はそうした状況下でおこる事件を 

扱った作品を指すミステリー用語。今回は偶然↑２作品ともがこのミステリーです。 
 

他にも、そして誰もいなくなった/アガサ・クリスティ、 

硝子の塔の殺人/知念実希人、 

十角館の殺人/綾辻行人 

冷たい校舎の時は止まる/辻村深月 

斜め屋敷の犯罪/島田荘司 

など他にも多くの作品が知られています。 

 

 

ちなみに「私雨」↑とは「ワタクシアメ」と読み、限られた小区域にだけ降る 

にわか雨のこと。特に、有馬、鈴鹿、箱根などの山地のものが知られています 

「雨の名前」をキーワードにした辞典 雨の名前／高橋順 は雨の種類だけ 

ではなく +歳時記+エッセイ+写真集。 
古来、日本では短歌や俳句、小説、歌と雨をテーマにしたものは数え切れません。 

日本人は雨が大好きなの？ 

 

 

                    他にも企画広報部からのおすすめ本あります 

                            POP とあわせてどうぞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

猫のお告げは規の下で／青山美智子 

梅雨の時期、気分が晴れないことが 

多いですよね。そんな時にこの本を 

読んで猫のお告げを見てみて下さい！ 

身近に感じるストーリーもあって 

気分がスッキリすると思います!! 

ぜひこの時期に読んでみてください 

 

 
「梅雨マジうっとうしい」 「ストレスたまるな」 

イマジン／有川ひろ 

「うっとうしい･･･」「ダルイ・・・」 

そんな気持ちは 

全てこの本で吹っ飛ばしましょう！ 

主人公が文字通り 

全身全霊で映画作りに。  

 

 

 

「梅雨に読みたい本」から 

リクエストされた本です 

 



  

     
 


